
 
履  歴  書 (記入例) 

平成  年  月  日  現在  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【学歴記載欄】  
年（西暦）  月  日  学             歴  卒業等の別（該当に○） 

自  1993 4 1 
東京都立○○高等学校  卒業（修了）・退学  

至  1996 3 31 

自  1996 4 1 
東京医科歯科大学歯学部□□学科  卒業（修了）・退学  

至  2000 3 25 

自     
 卒業（修了）・退学  

至     

自    
 卒業（修了）・退学  

至    

自    
 卒業（修了）・退学  

至    

自     
卒業（修了）・退学  

至     
※職歴は裏面に記載のこと。  
【学位・免許・資格等記載欄】  

 

 

写真貼付  
 

タテ 3.5～ 4.0 ㎝  
× 

ヨコ 2.4～ 3.0 ㎝  
ふりがな  いかしか はなこ 性     別  

氏   名  医科歯科 花子  女  

生年月日  昭和 53 年  8 月  1 日 (39 歳 ) 
(西暦 1978 年 ) 

現住所  東京都文京区湯島△－○○  

電話番号  080-××××-×××× 

メールアドレス  Ikashika.Hanako@~ 

日  付  名  称  

   2000 4 22 歯科衛生士免許取得  

    

    

    

※記入上の注意    １．直筆または PC による入力で記入すること。（一部自署欄あり）  
                ２．氏名，生年月日は必ず戸籍のとおりに記入すること。  

                 ３．写真は，本人単身で脱帽，胸から上のものを裏面糊付けすること。  
          （６ヶ月以内に撮影されたもの）  

 

日中にご連絡可能な電話番号

を記入してください  
 

tmdu-dhtc@ml.tmd.ac.jp 
上記アドレスを受信可能な設定にしてください  

履歴書の提出は、両面印刷

（A4）でお願いします  
 

mailto:tmdu-dhtc@ml.tmd.ac.jp


 
【職歴記載欄】  

 

 

 
上記記載内容に相違ありません。  
 

平成○○年 ○月 ○日     （自署） 医科歯科 花子    

年（西暦） 月  日   
職     歴  

職務内容（簡潔に） 

常勤・非常勤等の別  
（該当に○、非常勤・

そ の 他 は １ 週 当 た

りの時間数を記入） 

自 2000 7 1 
東京医科歯科大学歯学部附属病院  歯科衛生士業務  

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週     時間） 至 2004 5 31 

自 2004 6 1 
○○歯科診療所  

歯 科 衛 生 士 と し て 在

宅訪問歯科診療、訪問

歯科衛生指導  

常  勤  
非常勤（週 38.75 時間） 
その他（週   時間） 至 2008 5 31 

自    
  

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週   時間） 至    

自     
 

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週   時間） 至    

自    
  

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週   時間） 至    

自    
  

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週   時間） 至    

自    
  

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週   時間） 

至    

自    
  

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週   時間） 至    

自    
  

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週   時間） 至    

自    
  

常  勤  
非常勤（週   時間） 
その他（週   時間） 至    

※記入上の注意    １．「職歴」欄には、就いた職業歴を記入する。   
         ２．「職務内容」は職歴に対応した職務内容を簡潔に記入すること。   
         ３．「常勤・非常勤等の別」欄は、「非常勤」及び「その他」については１週間

当たりの契約（従事）時間数を記入する。１週間当たりの時間数が定め

られていない場合は１週間当たりの平均時間数を記入する。   

 
志望動機（研修受講希望の理由） 

 
育児により離職したが、もう一度歯科衛生士として働きたい。  

 
研修後の目標（就職の希望）  

歯科訪問診療を行う歯科医院に勤務していたが、復職したら一般歯

科に勤務したい。  

・訂正する際は訂正印を必ず押してください  
（修正液等は使用しないでください）  
・訂正箇所が多数に渡る場合には、新しい履歴書に

再度書き直してください  
 

非常勤・その他に該当の場合には、

週の時間数をご記入ください  


